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令和２年度 

西山小学校 

学校だより 

深い雪にも耐え 大空に向かって たくましくまっすぐ伸びる 西山の杉のような子どもを育てる 

第 29 号 

令和 2 年 11 月 27 日(金)   

文責：猪野 典由 

 ２５日(水)避難訓練(防犯)を行いました。今回は、不審者が校内に侵入し

た場合を想定した訓練でした。リアリティを求めるため、子ども達には実施

日時を伝えずに始めましたが、先生の指示に従って速やかに行動し、安全に

避難することができました。その後、警察署の方から子どもたちに講話をし

ていただきました。不審者に気を付ける際の合言葉は、右の図の頭文字をと

って「イカのおすし」です。子どもたちはきちんと覚えていました。また、

今はインターネットをとおして簡単に知らない人とも接することができて

しまいますが、「誘いにのらない」「会いに行かない」ことが大切だというお

話をしていただきました。さらに「インターネットやゲームのやりすぎには

十分注意し、必ず家の人とルールを決め、それを守ることが大事です。」と

教えていただきました。 

「命を守る授業」～避難訓練（防犯）～ 
~ 

 

 

   

不審者役と対峙する教職員 警察署の方からの講話 教職員の研修～不審者対応～ 

「健幸クラブとの交流会」～５・６年生～ 
~ 

 ２６日(木)５・６年生が、ゆきげ館において健幸クラブとの交流会を行いました。前号で紹介した１～４

年生に続く活動です。ダンスや和太鼓の発表やボウリングゲームなどで交流を深めました。健幸クラブのみ

なさんも大喜びで、和太鼓の発表には、アンコールの声がかかるほどでした。みなさんに楽しんでいただけ

たことに、子ども達もうれしそうでした。 

 今回、全ての学級で健幸クラブとの交流会を実施することができました。子どもたち自身が「健幸クラブ

のみなさんに楽しんでもらえるにはどうすればよいか」と考え、実践できたことは、大変すばらしいことだ

と思います。普段、「すごいね」「がんばったね」と声をかけられることが多い子どもたちですが、それに比

べると、案外「ありがとう」と言われる機会は少ないのかもしれません。しかし、今回、自分たちがおもて

なしをする立場を経験したことをとおして、「みんなを楽しませる喜び」「みんなから感謝される喜び」を味

わうことができたのではないかと思います。 

  

個別懇談お世話になりました 
先週行われた個別懇談では、平日の

お忙しい中にもかかわらず、時間を取

っていただき、ありがとうございまし

た。今後も学校と家庭との連携を深め

ながら、子どもたちのよりよい成長を

めざしていきたいと思います。大変お

世話になりました。 


